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山本朱莉／児童がのびやかに歌うための指導法
　・リズムを手拍子によって体感する。
② 音楽のリズム的要求を知る
　・フレーズリズムの体感
　・フレーズリズムを感じながら歌う。
③ 音楽へ還元
　・歌唱の技能（声の調整，発音，発声等）
　・感じたものを声によって表現する
　①～③の段階を踏むことによって，歌唱表現として成立するとしている。このこと
から筆者は，旋律線に存在するリズムを，基本リズムパターンとし，それを体感させ
ることによって発声に変容がみられるのではないかと仮説立てた。小学校第４学年の
児童60名と音楽専攻の学生20名の実践結果を踏まえ，リズムパターンを直接的に体
感しながら歌うことによって生じた発声の変化を整理すると，次の５つに分類され
た。
① 発音への意識と明確化──それぞれの基本リズムパターンのアクセントによって，
子音が際立ち，言葉１つ１つが明確に発音されるようになったと考えられる。また，
歌詞の始まりが弱拍にあった場合も，言葉へ意識が向き，伝えようとする様子がみら
れた。以上から，基本リズムパターンのアクセントによって発音が明確になったと考
えることができる。
② 発声の変化──基本リズムパターンが体の動きや心情と結びついたことによって，
楽曲をイメージすることができ，それに伴って発声の変化がうまれたと考えられる。
③ 音程やリズムの把握──旋律線の中にある基本リズムパターンをもちいることに
よって，楽曲のもつリズムの習得が容易になった。また，基本リズムパターンのもつ
動的なエネルギーによって，フレーズの躍動感が最高音へ到達することを容易にした
と考えられる。
④ 曲想や楽曲のイメージの把握──それぞれの基本リズムパターンの連続によって
うまれるエネルギーが内面に訴えかけ，曲想や楽曲のイメージをより明確に把握する
ことへつながったと考えられる。
⑤ 表現への衝動と学びの可能性──それぞれの基本リズムパターンを体感すること
で，情景やイメージを言葉によって表現した。“そのように歌ってみよう” と声をか
けることによって表現しようという意欲がうまれ，強弱をつけようとしたりするよう
になった。基本リズムパターンによって楽曲のイメージを把握することができ，指導
者の言葉かけによって表現しようとしたと考えられる。また，その発言の内容によっ
ては，学びとしての可能性が含まれていることがわかった。
　今回の実践において，基本リズムパターンの体感によって児童が表現しようとする
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姿までは見ることができたが，本当の音楽表現として成立するところまでは辿り着か
なかった。その要因は，短い時間の中で，４曲の教材を取り扱ったためであると考え
る。１曲にかかる時間が短く，どのように表現したらいいかを考えさせ，実際にやっ
てみる時間を十分に取ることができなかったと推察する。時間を十分にとり，歌声の
変化を実感しながらさらに高い表現へ導くことが重要であると考える。このことは，
今後の自身の課題としていきたい。また，基本リズムパターンを感じて表現された児
童の発言は，音楽の形式や用語を教えるきっかけとなることも分かった。児童のつぶ
やきや発言を拾い上げ，音楽の知識として伝えることで主体的な学習へつなげること
も可能だと感じた。これは指導者の授業力と音楽能力の有無に関することだと感じ
た。このような力を身に着けていくことが，筆者自身の今後の課題となると実感して
いる。
おわりに
　本研究を通して，音楽を教えるのではなく，音楽の魅力を感じさせるように導いて
いくことが指導者に求められていることであると強く実感した。実践結果から，リズ
ムパターンの体感によって主体的に音楽を感じ，歌唱することができたといえる。今
回の結果をふまえ，今後の学校教育における歌唱活動の指導に活かしていきたい。
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